
購

島

市

の

人

口

人
口
増
加
の
趨
勢

人
口
の
.郵
相
基
中
と

い
ふ
rJ
と
は
世
界
を
通
じ
て
の

著
し
い
現
象
で
.
わ
が
図
で
も
亦
近
年
殊
は
や
か
ま
し

-
言
は
れ
る
様
に
な
っ
た
O
を
乙
で
少
し
-
焼
鳥
市
の

人
口
に
つ
S
て
観
察
し
て
風
力
い
｡

毛
利
輝
元
の
築
城
以
前
は
五
箇
猫
と
い
ふ
寂
し
い
農

相
に
過
ぎ
な
か
っ
た
｡
従
っ
て
天
正
十
九
年
輝
元
入
城

の
時
が
先
づ
焼
島
の
誕
生
と
云
っ
て
よ
い
.
そ
の
頃
の

人
口
が
果
し
て
何
程
で
あ
っ
た
か
は
侶
ず
べ
き
文
献
が

強

い
が
､
常
時
毛
利
氏
は
山
陰
山
陽
九
簡
閲
を
統
治
す

る
大
領
主
で
あ
っ
た
か
ら
'
を
の
家
隈
厩
る
多
-
､
家

中
町
の
置
域
の
蛮
大
で
あ
っ
た
乙
と
は
後
世
両
島
氏
や

浅
野
氏
時
代
の
比
で
は
無
か
つ
カ
｡
故
に
商
工
人
口
よ

T･a
も
食
撒
人
口
の
方
が
却
っ
て
多
か
つ
カ
位
で
は
な

い

駐

托

市

の
人

口

西

鶴

正

夫

か
と
息
は
れ
る
｡

そ
の
後
の
戸
口
に
就
で
文
献

h
t探
っ
て
次
に
掲
載
す

る

0時

代

戸

数

踊
島
時
代

末

期

光

永
二
]+

要

毒

小

鮒
諸

娃
鋸
五
中

正
彼
五
年

賓

潜

十
年

明
和
瓦
非

安
永
六
年

文
政
年
間

明
治

二
年

三
五

〇

五
〇
凹

〇
四

㌧三
八
九

〇
凹

'八
光

1

×

?
･

‥'

ヘソ
･

×

?
･

六
'五
例

証

?

{相
計
欄

Q.耐

人

口
?
･
?
･

･

ソヽ
･

三
七㌧
二

l
二

三
八
'五
九
一

五
六
tC
〇
八

二
七
へ九
八
七

二
八
､六
九
三

二
七
､五
七
七

四
九
㌧二
四
八

五
〇
'〇
二
三

三

八
㌧五
八
四

三
1

備

考

年
間
蝕
伊
鶴

岡戟
備
関
都
詰
所

賊･3
古

川
収

市史
節
減

新
開
地
を
食
ま

ず
大
年
寄
川
場

貝
錐
併
載

同

前

同

前

戟
鴻
池
詰
所
戟

保
田
家
古
史
礎

所
載



地

球

節
二
十
二
蒋

明
治
凹
中

一
七
'
六
七
二

七
二
㌧
七
五

1

zE
紐
和
紙
併
収

石
の
中
△
印
は
町
家
の
み
か
食
撒
家
臣
も
含
む
の
か

明
瞭
で
な
い
が
､
そ
の
後
の
も
の
と
此
赦
し
て
見
る
と

食
撒
家
を
も
含
ん
で
ゐ
る
藤
で
あ
る
｡
C
印
は
明
か
に

農
工
商
家
と
あ
る
か
ら
食
稚
家
は
含
ん
で
ゐ
な
い
｡
而

し
て
寛
文
三
年
の
数
字
と
此
鹿
し
て
見

る
と
､
人
口
槍

加
の
相
皆
に
著
し
い
も
の
が
あ
る
｡
即

ち
寛
文
三
年
か

ら
延
蟹
五
年
ま
で
十
四
年
間
の
樹
加
率
は
三
六
%
で
あ

み
'
延
署
五
年
か
ら
正
徳
五
年
ま
で
三
十
八
年
間
の
槍

加
率
は

四
五
二
二
%
で
あ
る
G
x
印
は
新
開
地
を
含
ま

な

い
か
ら
比
較
が
囲
搬
で
あ
る
が

､
正
徳
五
年
の
数
学

で
は
町
分
三
七
二

五
五
は
勤
し
で
新
開
分

7
八
｡八
五

三
で
あ
る
か
ら
.
恨

み
に
町
も
新
開
も
同
率
で
鞄
減
し

た
も
の
と
す
る
と
乙
の
六
十
年
間
に
は
人
口
は
著
し
-

減
少
し
て
ゐ
る
rJ
と
に
な
る
｡

併
し
文
政
年
間
の
人
口
は
町
分
二
六
三

五
五

新
開

分
二
三
｡四
九
三
に
在
っ
て
ゐ
て
.
町
の
人
口
の
減
少
に

反
し
て
新
開
人
口
は
噂
卸
し
.
術
者
の
此
は
六
六
封
三

四
か
ら
室

二
封
四
七
に
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
､
全
人
口
の

第 一 同 人 rj槍 減 衰

減
少
は
n

ほ
ど
著
し

-

在
か
つ

ね
か
79
知

れ
を
5'.

食
織
家

は
つ
い
て

は
寛
文
三

年
に
そ
の

月
数
が
出

て
ゐ
る
だ

け
で
他
は

悲
-
省

5,

て
あ
る
か

ら
､
そ
の

人
口
は
一

寸
見
皆
が

つ
き
兼
ね

る
が
､
元



和
五
年
鴫
野
代
入
問
の
時
の
記
銘
に
よ
る
と
士
卒
以
下

千
四
百
三
十
人
と
あ
-
､
そ
の
後
の
調
で
は
家
中
の
紙

人
数
は
階
位
を
除

い
て
定
員
八
千
人
､
賓
数
六
六
八
〇

人
と
在
っ
て
ゐ
る
｡
叉
明
治
二
年
の
記
錐
で
は
諸
士
諸

足
軽
諸
除
の
者
墾

二
二
七
五
八
二

御
家
中
電
池
の
者
北
ハ

五
二

六
九

と
あ
る
か
ら
､
そ
の
間
ど
う
担
化
し
た
も

の
か
わ
か
ら
な

い
が
'
著
し
い
塘
加
は
軍
は
れ
な

い
｡

乙
机
を
要
す
る
に
明
治
以
前
の
数
字
は
'
極
め
で
不

完
全
且
不
正
確
で
あ
る
か
ら
､
そ
の
暴
利
を
混
む
こ
と

が
容
易
で
な

い
が
'
そ
の
後
の
形
勢
は
第

一
問
に
示
す

如
-
'
腐
滞
後

1
時
激
減
し
て
か
ら
､
約
二
十
年
間
は

殆
ど
増
減
を
-
.
明
瞭
･･,･S
る
停
頓
時
代
を
変
は
L
t
明

治
二
十
二
年
以
後
始
め
て
僅
か
に
樹
加
の
形
勢
堅

ポ
す

に
至
っ
た
｡
蓋
し
明
治
二
十
二
年
は
市
制
施
行
の
年
で

あ
ゎ
P
聖
二
十
三
年
に
は
宇
晶
築
港
が
完
成
し
た
の
で

･こ
の
頃
か
ら
都
市
と
し
て
の
機
能
を
登
揮
す
る
に
至
っ

た
も
の
で
あ
ら
う
｡
而
し
て
輿
に
都
市
的
槍
加
を
見
る

に
至
っ
た
の
は
三
十
年
以
後
で
あ
る
｡

焼
島
は
戦
軍
で
太
っ
た
と
よ
-
云
は
れ
る
｡
成
る
ほ

蹴

良

市

の
人

口

ど
明
治
三
十
六
年
か
ら
三
十
八
年
ま
で
の
二
年
間
に
二

∵
四

%
を
増
加
し
て
ぬ
る
か
ら

一
腰
は
於
か
ざ
る
を

稗
を

い
｡
併
し
そ
の
後
の
二
年
間
に
は
漸
減
し
て
ゐ
る
▲

の
で
､
結
局
三
十
末
年
か
ら
四
十
年
ま
で
の
槍
加
率
は

そ
れ
以
前
の
五
年
間
よ
わ
は
少

5,と

い
ふ
こ
と
に
な
っ

て
ゐ
る
｡
日
精
戦
役
の
時
の
人
口
に
は
二
様
の
統
計
が

あ
っ
て
何
れ
が
正
し
5,か
不
明
で
あ
る
が
､

1
万
の
統

計
で
は
二
十
八
年
か
ら
珊
埼
加
が
著
し

-

在

っ

て
ゐ

る
○明
治
の
末
年
か
ら
大
正
へ
か
け
て
は
可
成
-
急
連
な

埼
加
を
兄
ね
が
､
大
正
四
年
以
後
曹
-
停
頓
し
､
十
年

以
後
史
に

一
層
急
激
は
増
加
し
た
｡
昭
和
四
年
に
は
按

甫
七
ケ
町
村
の
合
併
が
あ
っ
LJ
が
､
そ
の
前
後
を
各
新

市
域
と
嘗
市
域
と
は
介
つ
で
比
較
し
て
見
る
と
､
昭
和

二
年
以
後
の
肇
市
域
の
噂
加
は
相
接
性
で
'
郊
外
町
村

の
凝
展
が
特
に
著
し
-
在
っ
た
rJ
と
が
朝
か
れ
る
の
で

あ
る
0
人
口
増
加
の
原
因

か
J
る
鞄
加
の
脱
因
が
何
に
よ
る
か
む
少
し
-
検
討

]八七

三
三



地

-拭
.

餅
二
十
二
番

し
て
見
よ
う
｡
大

正
十

1
年
以
後
昭
和
六
年
に
至
る
十

年
間
の
現
佳
人
毎
年
の
出
生
率
は
衆
多
三
･六
最
小
二
｡

七
､
平
均
三
二

で
あ
-
'
死
亡
率
は
最
多
二
ユ
ニ
最
小

一
･五
､
平
均

∵
九
､
そ
の
差
即
ち
自
然
槍
加
は
卒
均

∵

二
と
な
っ
て
ゐ
て
'
金
団
平
均
の

丁

四
五
に
比
べ

る
と
著
し
-
少

5'
｡
し
て
見
る
と
ど
う
し
て
も
他
か
ら

の
流
入
に
よ
る
恥
骨
的
槍
加
が
著
し

い
も
の
と
見
な
け

れ
ば
夜
ら
V
.

寄
留
衛
に
よ
っ
て
調
べ
て
見
る
と
昭
和
六
年
末
に
於

で

解
三
娩

六
八

三
凹

山

間
部

=-
奴
警

野
村
へ詣

仙H

卒
業

家
業

紙
業

{詣

仙
…

最

部

篇

邸
沖

村
小編

仙
m

三
二
I
九
八

二
､三
二
五

三
'
〓
ハ
七

二
'六
八
一

六
二
六
二

三
､四
五
〇

本
籍
人
口

二
二
五
㌧九
八
七
(
市

内

水

位

牒
内
仙
邪
神
好
餌

仙
併
収
へ
寄
幣

そ

の

他

二二二一L
一匹け-;二二ヽヽ ヽヽ
八四八八.
六二〇九
〇三六八

本
諸

人
三

｡
ハ
'｡
八
｡
(
桃
内
州
諸

よ
M

b'g
･'琵

即
ち
本
籍
人
口
有
人
中

二

十
二
人
は
市
外
に
出
て
行

つ
で
ゐ
る
が
､
そ
の
代
わ
こ
れ
に

二
･
二
倍
の
人
口
が

他
地
方
か
ら
流
入
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡

こ
れ
を
附
近
の
農
村
に
此
べ
て
見
る
と
著
し

い
違
以

で
あ
る
0
今
代
表
的
な
も
の
二
三
を
摘
出
す
る
と
､

か
-
の
如
-
良
材
は
殆
ど
例
外
な
し
に
本
籍
人
口
が

現
任
人
口
よ
-
も
多

い
｡
多
少
他
町
村
か
ら
の
入
寄
留

も
あ
る
が
､
酵
し
い
出
寄
留
者
が
無
け
れ
ぽ
こ
ん
を
rJ

と
ほ
は
な
ら
約
0
本
籍
は
任
意
に
移
す
rJ
と
も
出
来
る

.b
れ
ど
も
､
和
食
の
人
が
態
々
田
倉

へ
本
籍
を
移
す
と

い
ふ
楼
な
場
合
は
少

い
｡
反
封
に
田
食
の
人
が
都
食

へ

本
籍
を
移
す
乙
と
は
多

い
｡
附
合
は
概
し
て
俸
銃
を
重

ん
じ
､幾
分
排
他
的
で
あ
る
の
が
普
通
粁
か
ら
で
あ
る
｡

証
に
出
生
地
別
の
人
口
を
見
る
と
(
昭
和
五
年
)

村

内

二
二
O
p七
四
九

他

都

市

i
]ヒ
'六
六
七

他

併

嚇

五
六
'〇
六

三

即
ち
市
内
の
出
鐘
者
は
総
人
口
の

四
九
･
二
%
に
過

ぎ
な

い
が
､
曜
重
機
を
見
る
と
六
〇
%
で
､
前
掲
の
村

に
北
で
見
る
と
青
野
相
は
七
二
%
ー
祇
園
村
は
六
五
二
7



%
､
沖
村
は
八

七
%
で
あ
る
｡

祇園
村

が

比

較

的

少

い
の

は

､

移
民
村
で
あ
る

力
め
.
光
岡
生

れ
の
子
供
で
教

育
の
関
係
上
蹄

村
し
て
ゐ
る
も

の
が
多

い
か
ら

で
あ
る
｡

更
に
出
生
地

を
年
齢
別
に
見

る

と

五 年 間 人 口 婁 動

(日大iE十P_LJ年重昭和瓦dl三)

姉 二 間

戯

良

市

の
人

目

先

二tTl.



地

一･i
八日.

′ユ
川
h

十

蔵
以
下

二
十
伐
以
下

三
十
践
以
下

凹
十
伐
以
下

五
十
械
以
下

五
十
歳
以
上

計

球け
山
1一
日日
.に

1-
-
ー
/
i

四

五

'
五
〇
八

二
九
､
正
五
四

1
七
､
五
〇
;i

二

へ
六

凹
五

九
㌧
五
九
〇

二
ハ
､
九
四

七

1
三
〇
㌧
七
閥
九

市
外
川
北

一
二
'
八
∩
七

三

1
'
二
九
三

三
〇
､
九
三
九

二

二
二

七
二
山

1
六
'
二
七

t

二
〇
'
二
五
六

1
三

三
､
七
三
〇

節
二
十
二
枚
)

市
内
川
北
者

の
刺

43
%

七
八
･
1i

凹
八
∴
ハ

三
七
｡
七

.
三
四
圭
一

三
七
｡
〇

四
五
〇
五

四
九
ヱ

i

即
ち
十
歳
以

下

は大
部

分
が
市

内

粗

壁

者

で
あ

-

､

二
十
歳
以
下
及
び
五
十
歳
以
上
の
も
の
は
和
平
均
の
割

合
に
近

い
が
､
二
十

一
歳
以
上
五
十
歳
以
下
の
主
要
生

産
車
櫛
に
あ
つ
で
は
､
僅
々
三
割
飴
が
市
内
出
産
者
で

あ
る
に
過
ぎ
な

い
｡
以
て
如
何
に
倒
-
人
の
流
入
が
多

い
か
zJ
わ
か
る
｡
こ
れ
蚤
-
都
市
の
特
質
の
然
ら
し
ひ

る
所
で
あ
少
.
人
口
の
向
都
離
村
現
象
と
は
か
J
る
も

の
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
｡

然
ら
ば
を
の
樹
加
人
口
は
､
恭
し
で
ど
れ
だ
け
の
範

園
か
ら
基
っ
た
も
の
か
､
換
言
す
れ
ば
市
の
人
口
培
養

成
如
何
と

い
ふ
問
題
で
あ
る
が
p
遺
憾
な
が
ら
市
外
Ⅲ

珪
潜
の
各
町
甘
別
数
が
判
別
し
な

い
の
で
､
正
確
に
知

解
三
班

1
告

三
大

る
rJ
と
が
出
水
な

い
｡
そ
こ
で
巳
む
を
-
大
正
十
四
年

か
ら
昭
和
五
年
ま
で
の
五
年
間
に
於
け
る
市
附
近
各
町

村
人
口
の
糖
減
を
問
示
し
て
見
た
(
第
二
閲
)
.

こ
れ
に
よ
る
と
鹿
島
市
及
び
典
市
の
接
縛

町
村
の
み

は
増
加
し
て
ゐ
る
が
hjL,の
他
は
概
ね
減
少
で
､
た
だ
両

便

･
竹
原
の
二
町
が
地
方
的
小
郡
苗
と
し
て
､
大
竹
が

岩
間
に
放
け
る
人
相
工
場
設
置
の
影
響
､
鹿
川
が
海
軍

相
棒
土
工
の
た
め
に
精
々
人
目
の
増
加
を
見
て
ゐ
る
の

み
で
あ
る
｡

乙
の
農
相
に
放
け
る
人
口
減
少
が
'
悉
-
鹿
島
乃
至

英
雄

へ
の
基
中
で
あ
か
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
｡
そ
れ
は

主
要
各
村
に
つ
い
て
貸
地
に
調
べ
て
見
･V
も
､
鹿
島
市

よ
ら
は
革
ろ
阪
紳
方
面
や
北
九
州
に
出

てゐ
る
も
の
が

多
-
､
又
焼
鳥
の
四
近
ほ
あ
っ
て
は
外

囲
へ
の
出
称
が

非
常
に
多

い
の
で
あ
る
｡
伊
し
そ
の
若
干
が
鹿
島
市

へ

の
流
入
で
あ
る
乙
と
は
再
建
す
る
こ
と
が
田
楽
ぬ
｡

人
口
増
加
の
地
域

都
市
の
人
口
が
そ
の
周
縁
部
は
於
で
著
し
-
塘
加
し

中
心
部
に
於
/L
は
却
っ
て
減
少
の
傾
向
あ
る
こ
と
は

一



/節-二 間 舘 岩.諾;.L莞 調 澗 各町別人叫 瑚

脱

島

肘

の

人

口

敗
的
な
通
性
で
ー
邦
雄
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
春

又
周
縁
の
樹
加
が
載
し
け
れ
ば
湛
し
い
覇
､
そ

れ
は
比
例
し
て
中
心
部
の
人
口
減
少
は
著
し

い

と

い
ふ
傾
向
が
あ
る
｡
焼
鳥
市
に
於
で
は
果
し

て
そ
れ
が
ど
う
で
あ
る
か
む
､
大
正
十
四
年
と

昭
和
五
年
と
の
二
度
の
園
勢
調
査
に
よ
る
各
町

別
人
口
を
比
較
し
､
を
の
聯
減
を
ド
ッ
ト
で
表

は
し
て
児
た
ら
第
三
園
の
や
う
に
な
っ
た
｡

即
ち
焼
島
耀
前
附
近
か
ら
京
橋
筋

･
本
通
筋

を
総
て
堺
町
筋
に
至
る
未
聞
の
メ
ン
ス
ト
-
-

ト
と
､
こ
れ
に
裾
角
は
走
る
大
手
町
筋
及
び
天

帥
町
方
面
'
そ
れ
か
ら
軟
無
碍
た
る
新
天
地
附

近
､東
西
遊
廓
附
近
等
何
れ
も
減
少
が
著
し
-
～

郊
外
若
-
は
接
縛
町
村
た
る
三
篠

｡
己
斐

｡
観

青

･
南
竹
屋

｡
段
原
等
の
増
加
は
殊
に
目
立
っ

帆て
ゐ
七
.
金
-
橡
忠
通
-
の
結
果
が
出
て
凍
ね

の
で

ある
｡
こ
れ
は
胆
に
五
ヶ
年
閏
の
状
況
で

あ
る
が
､
も
つ
と
奮

い
材
料
が
得
ら
れ
た
な
ら

ば

1
圏
面
白
い
rJ
と
は
無

い
か
と
皿
ふ
｡

品

)

三
七



市
第 四 固 戯 ＼島

解
三
択

妄

1

1二
八

乾
に
別
の
方
面
か
ら
見
て
､
本
籍
人
口
と
現

任
人
目
と
を
比
較
し
て
見
る
と
'
皆
賓
･千
田
･

青

島

二
㈲
島
の
各
町
は
現
在
人
口
が
本
籍
人
口

の
二
倍
を
超
え
､
最
も
外
米
者
の
多

い
部
分
で

あ
る
こ
と
を
ポ
し
､
於
川
･胡
･平
田
屋

･
酉
九

軒
｡油
屈
｡閣
大
工
｡画
地
方
南

新

b
堺
町
等
市

の
中
央
部
は
何
れ
も
現
任
人
口
が
本
籍
人
口
よ

-,h
も
少

5,か
又
は
極
め
て
僅
か
は
多
-
､
人
口

の
流
出
者
し
き
堅
不
し
て
ゐ
る
｡
た
ヾ
仁
保

･

草
津

･
矢
嚢

等
の
接
市
町
村
が
本
籍
人
口
よ
わ

も
現
任
人
口
の
少

い
の
は
､
市
は
接
縛
し
な

い

純
良
漁
村
た
-
し
時
代
は
放
て
巳
は
人
口
過
剰

に
暗

み
､
盛
に
涯
外
に
移
住
し
た
と

い
ふ
特
殊

の
事
情
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
'
近
時
市
の
凝

展
ほ
つ
れ
て
人
口
が
著
し
-
槍
加
し
て
ゐ
る
に

も
拘
ら
ず
'
ま
だ
本
籍
人
口
数
に
達
し
老

い
の

で
あ
る
(第
四
図
参
照
)0

次
に
審
問
人
口
と
夜
間
人
口
と
が
ど
う
違
っ

て
ゐ
る
か
は
､
未
だ
調
査
さ
れ
た
こ
と
が
無

い



の
で
不
明
で
あ
る
が
､
銀
行
｡骨
配
･甘
粕
･撃
枚
･工
場

等
の
付
置
､
大
商
店
栃
や
軟
無
糖
の
配
聴
等
か
ら
考

へ
､

叉
各
交
通
塘
踊
井
に
道
路
の
交
通
状
態
等
を
見
る
と
'

都
市
の
中
心
部
と
周
遊
部
と
の
間
に
於
け
る
求
心
的
及

遠
心
的
移
動
の

一
日
を
周
期
と
す
る
振
動
が
相
常
に
多

い
こ
と
を
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
｡

こ
れ
を
電
車
の
乗
客
に
つ
5,
で
見
る
と
､
昭
和
六
年

中
に
於
け
る

一
日
中
均
の
乗
客
数
は
六
二
､
八
〇

一
人

で
あ
わ
､
バ
ス
の
乗
客
は
同
じ
ぐ

一
〇
､

l
三
五
人
で

あ
る
｡
乙
の
中
の
中
敷
が
定
期
的
は
市
内
を
往
復
す
る

も
の
と
偶
足
し
､

1
人
が
就
役
二
回
宛
乗
車
す
る
と
す

れ
ば

山
蔵
八
千
人
が
定
期
振
動
人
口
と
在
る
｡
rJ
机
に

徒
渉
に
ょ
る
も
の
が
同
数
若
-
は
そ
れ
以
上
あ
る
も
の

と
考

へ
ら
れ
る
か
ら
約
三
四
笛
の
振
動
畳
で
あ
ら
う
｡

.t
面
芳
働
調
査
の
鮎
某
は
よ
る
と
､
昭
利
五
年
に
於

け
る
持
内
界
働
者
の
紙
数
は
六
千
六
百
人
で
あ
上

申

等
撃
枚
の
珪
碇
数
は

一
都
三
千
入
官
p
寡
門
燦
枚
及
び

大

撃の
撃
珪
数
は
二
千
三
げ
で
､
無
論
そ
の
中
に
は
棟

内
の
寄
宿
令
に
あ
る
も
の
も
あ
ゎ
'
市
外
が
ら
の
迫
撃

艇

払

iE

の

人

目

者
も
あ
る
が
､
市
内
に
於
で
基
復
す
る
79
の

一
常
を
超

え
る
fJ
と
は
確
か
で
あ
る
｡
rJ
れ
ほ
官
公
吏
約
五
千
か
)

加

へ
る
と
総
計
二
常
飲
に
な
る
｡
骨
就
銀
行
員
､
店
員

そ
の
他
は
統
計
が
老

い
が
､
こ
れ
亦
五
千
以
上
は
上
る

も
の
と
皿
は
れ
る
か
ら
､
前
記
の
数
学
と
大
略

一
致
す

る
様
で
あ
る
｡
人
口
の
党
時
増
減

更
に
周
囲
の
町
村
と
の
問
に
行
は
れ
る
人
口
の
振
動

に
つ
い
で
､
各
町
村
役
場
は
鶴
介
し
て
視
た
結
果
か
ら

見
る
と
次
の
横
に
な
る
｡
光
も
回
答
未
着
の
町
村
も
あ

る
の
で
､
そ
れ
等
は
そ
の
町
村
の
知
人
に
尋
ね
た
-
'

又
汽
軍
や
電
軍
の
定
期
券
教
貿
数
等
か
ら
推
算
し
た
｡

西
部

川
似
純
及
び
か=抱
触
ガ
耐

北
部

賦
渦
紋
及
び
曲
傭
組
分
所

恥
部
汲
水
南
部

川
似
紋
=.洗
脱
方
而

南
部

托
帆
方
耐

七
八
九
人

八
九
三

三
･
七
二
三

一
二
六

勿

論

rJ
れ

埜

父
通
の
金
員
で
は
夜
-
て
'

迫

撃

･
通

勤

･
行
商
等
の
た
め
に
奪
H
p
Jま
っ
て
社
緩
す
る
人
数

を
計
上
し
た
の
で
あ
る
｡
若

し
市
に
出
入
す
る
人
員
の

全
部
を
計
上
す
る
と
し
た
ら
'
も
つ
L
J
英
大
在
数
尊
が

7
g

rLt

三
九



地

球

餅

二
十
二
埠

出
よ
う
｡

そ
れ
は
統
計
が
畢
b
れ
夜

5,が
､
銭
道
三
輝

の
乗
降
客
数
は

一
日
平
均
各
七
千
七
甘
飴
､
宮
島
線
は

六
千
二
百
.
脱
藩
組
二
千
二
百
､
字
晶
港
乗
降
舶
客
数

7
日
平
均
各
千
百
､
,J
の
外
に
徒
歩
･白
幡
車
･郊
外
乗

合
自
動
車
等
に
よ
る
79
の
'
及
び
磯
動
機
船
に
よ
っ
て

各
河
川
の
上
陸
場
に
凝
着
す
る
も
の
を
各
計
し
た
ら
､

悲
ら
-
三
苗
近
-
の
人
が
毎
=
市
は
出
入
す
る
rJ
と
ゝ

な
る
で
あ
ら
う
｡

と
乙
ろ
で
定
期
社
複
数
を
四
つ
の
方
面
に
分
っ
て
見

な
時
､
東
部
及
び
東
南
部
が
目
立
っ
て
多

い
の
に
気
付

-
｡
rJ
れ
は
主
と
し
て
軒
の
東
邦
町
村
に
於
け
る
迫
撃

通
勤
者
が
多

い
か
ら
で
あ
っ
て
､
府
中
村
は
七
百
八
十

五
人
p
海
田
市
町
は
八
田
七
十
七
人
､
舶
題
材
四
百
九

十
七
人
と
在
っ
て
ゐ
る
｡
然
る
に
北
部
や
酉
部
の
町
村

に
あ
つ
て
は
､

一
町
村
宵
人
を
越
え
る
も
の
は
殆
ど
無

い
と

い
ふ
有
様
で
あ
る
｡

fJ
机
は
如
何
な
る
排
由
で
あ
る
か
､
軽
々
は
論
断
す

る
わ
け
に
行
か
な

い
が
､
市
の
工
場
匿
域
が
著
し
く
北

部
に
併
し
で
ゐ
る
rJ
と
が

一
原
因
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ

締
三
舵

品
川

閃

○

る
｡
市
の
地
盤
は
大
槻
に
於

で両
部
に
隆
起
東
部
に
沈

降
の
傾
向
が
あ
っ
て
p
西
部

の川
は
満
潮
時
に
の
み
水

を
見
る
洞
れ
川
で
あ
る
が
､
東
部
の
川
は
何
れ
も
水
が

操
-
舟
運
の
塵
が
大
で
あ
る
か
ら
'
こ
れ
が
東
部
に
工

場
の
多
-
.在
っ
た
主
因
を
な
し
て
ゐ
る
.

市
の
西
効
は
出
砥
ち
ほ
源
に
迫
っ
て
教
養
を
平
野
を

春
す
る
に
過
ぎ
な

い
が
'
土
地
が
高
燥
で
風
食
も
よ
い

か
ら
別
荘
及
び
高
級
住
宅
地
昔
と
在
っ
て
居
み
中
級
以

下
の
碁
務
者
の
居
住
す
る
も
の
が
少
い
0
北
郊
は
太
田

川
筋
の
渋
面
平
野
で
'
山=
に
封
す
る
野
乗
の
供
給
地
と

な
っ
て
屠
-
､
純
農
村
た
る
の
色
形
が
弧
い
｡
然
る
に

東
邦
は
中
級
以
下
の
住
宅
地
昔
と
夜
つ
.て
居
て
､
そ
の

栄
落
兼
敏
に
も
著
し
い
特
徴
が
孝
b
れ
る
｡
rJ
れ
に
よ

っ
て
見
る
と
'
府
中
｡船
越
･海
田
市
等
の
諾
町
村
が
'

焼
鳥
市
に
合
併
の
時
期
も
亦
決
し
て
遠
-
な
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
｡

人
口
振
動
の
敢
大
振
幅
は
ど
れ
ほ
ど
で
あ
る
か
む
汽

雄
定
期
券
墾
只
数
に
よ
っ
て
調
べ
て
見
る
と
､
兼
は
本

郷
曙
で
鹿
島
畔
か
ら
六

一
粁
九
､
酉
は
田
布
施
輝
で
己



斐
輝
か
ら
七
十
五
粁
二
で
あ
る
｡
田
和
地

･
己
斐
間
の

定
期
乗
車
人
員
は
二
人
に
過
ぎ
な

い
が
､
を
の
所
要
時

間
は
殆
ど
二
時
間
に
近

い
か
ら
､
こ
れ
等
は
極
め
て
特

殊
の
却
備
に
あ
る
79
の
と
恩
は
れ
る
｡
グ
ラ
フ
を
作

っ

て
見
て
忠
相
鮎
を
調
べ
る
と
､
兼
は
閥
修
(
七
五
人
)
西

は
大
竹
(
一
〇
七
人
)
で
あ
る
O
西
棟
･離
島
間
は
三

二

八
粁
で
所
要
時
間
は
下
-
四
十
五
分
､
上
わ
一
時
十
分

内
外
､
大
竹
･
己
斐
間
は
三

〇
･六
肝
で
上
下
共
四
十
五

分

内
外
で
あ
る
rJ

次

に

北

は

焼

潟
線
に
よ
る
も
の
は
可
部
が
終
鮎
で
あ

る
が
､
距
離
十
三
粁
八
で
時
間
は
三
十
分
'
薬
価
線
に

よ
る
も
の
は
申
三
m
が
急
埴
鮎
で
二
十
五
粁
二

時
間
､

文
相
は
基
線
の
終
鮎
英
曙
と
の
間
に
三
村
二
十
九
人
の

定
期
乗
車
が
あ
っ
て
p鹿
島
ま
で
の
距
離
二
六
･
四
粁
､

時
間
は
.rTl<
十
分
内
外
で
あ
る
O
又
南
方
島
噸
部
方
面
は

教
動
機
船
に
よ
っ

tJ宇
品
か
ら
四
五
十
分
の
地
鮎
が
通

勤
服
罪
と
な
っ
て
ゐ
る
｡

こ
れ
に
ょ
つ
で
見
る
と
､
仰
の
周
縁
か
ら
中
心
部
ま

で
の
交
通
所
要
時
間
を
十
分
と
兄
で
､
大
磯
市
の
中
心

旗

他

市

の

人

口

か
ら

山
時
間
の

地
鮎
が通
勤
服

脚
線
と
見
て

よ
い
戒

千
.
こ
れ

は
他
の
都
市
に
放
け
る

も
の
と
大
差

覆
い
や

う
で
あ
る
0蹟

･iE
以
西
各
節
よ
り
己
基
節
ま
で

二
九
七

蹴
砧
以
湘
各
輝
よ
り
舶
偽
僻
ま
で

二
三
七
一

駒
鳥
以
酉
各
脚
よ
り
堪
沌
輝
ま
で

1
九
六

先
軸
各
僻
よ
り
離
路
雌
ま
で

六
五
三

宮
島
純
紳他
部
命
脚
よ
り
凹
朕
粍
輝
ま
で

倒
1
三

人
口
増
加
の
質
的
観
察

塘
加
し
た
人
目
を
質
的
に
見
て
'
ど
ん
な
積
数
の
人

が
翰
加
し
た
の
で
あ
る
か
む
明
か
に
し
た

い
｡
先
づ
こ

れ
を
年
齢
の
上
か
ら
見
る
と
､
大
正
九
年
放
び
十
凹
年

の
囲
勢
調
査
の
鮎
基
は
､大
.a
.九
咋

一
掬
践
以
下

一
茄
-
五
九
蔵

六
〇
放
以
上

.rTli
二

一
五
八

九
八
三

五
･八

lL
C
FP九
九
凹

大
北
十
E
r舛

パ
山
t
fi
ョ
二

二
三
'
二
五
1

〟
.I
r三
雌
八

而
し
て
を
の
産
床
咋
輔

の
数
倍
に
判
す
る
割
合
は
大
正

九
年
六

二

Li
艶
.
大
正
十
四
年
六

二

八
%
と
な

っ
て

ゐ
る
｡
昭
和
五
年
に
は
投
宿
町
村
の
合
併
が
あ
っ
た
か

克

泥

関
山



地

.

球

節

二
十
二
懲

ら
.
そ
の
ま

～
で
は
前
者
と
此
較
す
る
こ
と
が
的
凍
夜

5,
が
.
兎
に
角
批
年
者
の
相
加
が
著
し

い
乙
と
は
軍
は

れ
な

い
｡
大
正
九
年
及
び
十
四
年

の
数
字
に
そ
の
接
穂

町
村
を
加
算
し
て
比
較
す
る
と
､
乙
の
傾
向
は

7
圏
著

し

い
の
で
あ
る
｡

rJ
机
を
賑
下
の
=:流
山
漁
村
に
つ
い
て
見
る
と
'
亜
産

年
齢
が
組
数

の
六
〇
%
に
連
す
る
も
の
は
殆
ル
ビ
絶
無

で
､
五
〇
%
に
足
ら
な

い
も
の
が
六
七
割
を
占
め
､
平

均
四
九
%
内
外
と
夜
つ
で
ゐ
る
｡
金
閣
の
村
落
の
み
の

平
均
は
不
明
で
あ
る
が
'
都
市
を
Jg
含

め
た
も
の
は
五

四
｡
六
%
と
在

っ

てゐ
る
か
ら
'
村
落
が
五
〇
%
内
外
J
J

衣

-
'
和
郎
が
六
〇
%
以
上
と
在
る
の
は
全
問
的
の
傾

向

で
あ
る
か
と
思
は
れ
る
｡
無
論
普
地
方
の
良
材
は
海

外
移
住
者
が
多
-
'
そ
れ
等
が
導
齢
見
嚢
の
み
を
鋸
囲

せ
し
め
る
風
習
も
盛
で
あ
る
か
ら
生
産
年
齢
が
異
常
に

低
下
し
て
ゐ
る
鮎
も
あ
ら
う
｡
が
兎
に
角
都
市
の
人
口

増
加
は
批
年
者
の
流
入
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
｡

次
に
職
業
別
人
口
を
過
る
と
(縞

謂

詣

)
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岩
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瀬
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渉
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ご
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へ
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0
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即
ち
賓
数
か
ら
云

へ
ば

商
業

の
増
加
政
も

著

し
-
て

二
年
間
に

一
苗
四
百
五
十
六
人
を
増
し
.
次
で
工
業
三

千
八
常
飲
､
交
通
業
三
千
三
百
飴
を
増
し
て
ゐ
る
し
.
指

数
か
ら
云

へ
ば
錬
業
が
政
も
著
し
-
､
交
通
業
･商
業
｡

I:H
業
が
rJ
れ
ほ
次
で
み
る
｡
而
し
て
水
産
業
は
最
も
甚

し
-
減
少
し
て
殆
ど
輩
数
と
在

-
'
賓
数
で
は
其
他

の

業
者
が
四
千
人
飴
を
減
じ
て
ゐ
る
.
こ
れ
に
よ
っ
て
見

る
と
本
田
の
人
口
樹
加
は

主と
し
て
商
工
業
者
の
増
加

に
ょ
る
も
の
と
鵜
苫
す
る
こ
と
が
出
来
る
｡
こ
れ
都
市

の
機
能
上
ま
rJ
と
は
普
然
の
rJ
と
で
あ
る
｡



次
に
人
口
の
性
別
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
､
概
し
て

男
子
は
女
手
よ
-
79
多
-
､
昭
和
五
年
に
は
女

叫
O
C

に
勤
し
男

-i
〇
六

二

で
重
囲
平
均
の

l.
〇
一
よ
-
は

ず
つ
と
多
-

金
岡
各
都
市
の
平
均
に
近
い
も
の
と
な
っ

て
ぬ
る
｡
日
食
の
人
口
が
概
し
て
女
子
の
男
子
よ
-
多

い
傾
向
が
あ
る
の
と
朝
封
的
現
象
で
あ

る

こ
と

勿
論

で
'
人
目
の
都
市
基
中
が
主
に
男
手
の
基
中
で
あ
る
こ

と
を
語
る
も
の
で
あ
る
｡

FJ
机
を
更
に
過
去
は
遡
っ

て見
る
と
面
白

い
｡
こ
れ

ま
で
市
の
人
口
中
女
子
が
男

子に
超
過
し
た
の
は
明
治
,

二
十

.E
年
､
二
十
二
年
､
二
十
五
年
､
二
十
八
年
､
大

正
四
年
､
七
年
､
八
年
七
九
年
､
十
年
の
九
回
で
'
概

し
て
人
口
の
減
少
し
た
年
に
限
ら
れ
て
屠
-
､
こ
れ
に

反
し
て
人
口
相
加
の
著
し
か
つ
カ
年
に
は
男
子
の
女
子

第 五 聞 入｢川tl減性別此校
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の
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E



地

球

節

二
十
二
谷

に
超
過
す
る
こ
と
が
特
に
甚
し

い
の
で
あ
る
｡
即
ち
第

五
岡
に
於
で
見
る
様
に
､
樹
加
は
際
し
て
は
男
手
の
相

加
は
女
子
よ
-
も
著
し
-
.
減
少
に
際
し
て
も
亦
男
子

は
女
子
よ
わ
著
し
い
｡
そ
の
粘
基
男
子
の
輪
減
の
振
幅

は
'
女
子
増
減
の
振
幅
よ
り
も

著
し
く
大
で
あ
る
と

い

ふ
rJ
と
に
な
る
｡
こ
れ
は
寄
留
人
口
に
つ
い
て
見
て
も
.

出
寄

留
･入
寄
留
典
に
男
子
は
女
手
よ
-
も
著
し
く
多

い
の

である
｡
隣
っ
て
叉
本
籍
人
口
は
男
女
の
差
が
少

い
の
は
､
現
任
人
L;
は
あ
つ
て
は
甚
し

い
差
が
あ
る
J
J

い
ふ
rJ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
｡

敢
後
は
年
齢
と
性
と
の
相
補
に
つ
い
て
見
る
と
'
第

六
閲
の
如
-
十
歳
以
下
は
男
女
殆
ど
同
数
で
あ
る
が
'

節
三
舵

完

八

E
I
四

十

小
旗
以
上
二
十
歳
以
下
に
於
で
男
子
が
著
し
く
多
く

三
十
歳
以
上
に
於
て
79
亦
男
手
が
多

い
が
五
十
歳
以
上

に
在
る
と
概
し
て
女
子
の
方
が
多
-
.な
っ
て
ゐ
る
O
概

言
す
れ
ば
生
産
年
齢
に
於
で
男
手
が
多

い
の
で
.
人
数

活
動
の
無
毒
と
し
て
の
都
市
の
特
色
を
印
し
て
ゐ
る
と

云
へ
る
が
､
二
十
歳
以
下
に
於
で
特
に
男
手
の
多

い
の

は
'
高
等
専
門
謬
撃
綾
の
存
在
が
大
に
踊
係
し
て
ぬ
る

rJ
と
と
m
心
は
れ
る
｡

本
桐
を

帯
す
る
に
あ
た
っ
て
米
珊
な
材
料
を
拙
伏
せ
ら
れ
た
る
艇
鵜

市
及
び
附
氾
各
町
村
El=;
局
､
収
砧
迎
輪
郭
､
小爪l軌
骨
批
そ
の
他
捌
僻

各
か
附
の
升

々
に
劃
し
て
感
謝

の
窓
を
衣
す
る
｡


